
養護老人ホーム玉松園は、昭和34年4月1日に御津
町により養老院「御津町玉松園」として開設されました。
平成25年4月1日に岡山市から岡山県済生会へ移譲さ
れ、業務を開始（定員60名）しました。また、平成26年
4月1日に御津宇垣地区から現在の御津金川地区へ新
築移転しました。当園は旭川の清流に囲まれた自然豊
かな環境にあります。
「養護老人ホーム」とは、老人福祉法により定められ

た入所施設です。経済的理由・家庭環境・住宅事情な
どの理由により、現在の生活を続けることが困難である

高齢者（65歳以上）が、日常生活の中で必要な援助を
受けながら自立した生活を営むことを目的としています。
全国的にも数が少なく、岡山県には23の施設がありま
す。

私は入退所に関わることを中心に、入所者の相談や
金銭管理などを行ったり、入所後も穏やかな生活が送
れるように各市町村や関係機関との連絡調整を行った
りしています。また、施設がセーフティーネットの役割も
担っていることから、さまざまな事情で地域での生活が
困難となっている方の安全や安心を確保できるように、
スタッフと協働して迅速な受け入れをしています。
　これからも地
域における当園
の役 割を理 解
し、入所後もで
きるだけ自由な
環境や希望に沿
えるよう支援を
しながら、スタッ
フ一同頑張りま
す。

岡山済生会 玉松園

地域のセーフティーネットとして

養護老人ホーム玉松園　主任生活相談員 長町 和弘

新見市養護老人ホーム和みの郷かなやは、家庭環境
や経済的な理由により、在宅での生活が難しいと認めら
れた65歳以上の方が市町村の措置によって入所し、安
心して生活し、社会復帰を目指すための50床の施設です。

平成26年4月から、支部岡山県済生会が指定管理
者として運営しています。入所者の方々の中に、介護が
必要となった人が増えてきたため、同年7月からは施設

内で介護保険サービスの利用ができるように特定施設
入居者生活介護を開始しました。

職員は、「高齢者福祉における介護とは、利用者に明
日を生きる力 明日を生きる喜びを与え共有すること」
という考えの下、元気な暮らしをいつまでも続けられる
ように、その人、その人に合わせた援助や介助を提供し
ています。また、毎日の生活に彩りを添えるため、入所
者さんの希望を取り入れながら、四季折々の行事や日
常のレクリエーションを行っています。
　その中の一つに、毎月1回行われるバイキングがあり
ます。毎回、「寿司」や「ファーストフード」「麺類」「パン」
など、テーマに合わせて料理が食堂に用意されます。入
所者さんは、食堂で好きな物を食べたい量だけ、自分で
選んで食べます。職員は、入所者の方それぞれの体調
を考えながら話しかけ、バイキングがよりいっそう楽しい
時間になるように配慮してい
ます。

入所者の方々が、毎日の
生活を笑顔で楽しみ、社会
復帰を目指せるように、職員
一同、これからも頑張ります。

岡山市北区御津金川123番地
TEL.086-724-0058

筆者は左の赤鬼

岡山県済生会には、岡山済生会総合病院や岡山済生
会外来センター病院だけでなく、多くの施設があります。

今回は「玉松園」「和みの郷かなや」をご紹介します。

岡山県済生会の

施設から

新見市養護老人ホーム
和みの郷かなや

いつまでも元気で暮らしていただくために

計画作成担当 橋本 央子

新見市金谷641
TEL.0867-72-1244

　5月28日から30
日までの3日間、
岡山県立岡山操
山中 学 校2年 生
の生徒さん4名が
当院へ職場体験
に来られました。9
東・4東 病 棟、薬

剤科・検査科・リハビリテーションセンター、臨床工学科、
そして救急科で体験を行いました。救急科では、シミュレー
ションラボ室で腹腔鏡練習機を実際に操作しました。医師、
看護師、薬剤師、臨床検査技師などの各職種間で多くのコ
ミュニケーションを取り、チーム医療を行っている様子を実
際に見ることで、ひとりの患者さんの治療に、さまざまな人々
が関わっていることを実感していただけたようです。患者さ
んから「ありがとう」という感謝の言葉をいただき、嬉しそう
な姿が印象的でした。
　山本院長との面談では、生徒さんから「他の病院に負け

ないところはどこですか？」という質問がありました。院長は
「医療技術に大きな差はありません。しかし、病院のモットー
（大切にしていること）は異なります。当院は恵まれない人
が治療を受けられるように支援をしています」と答えました。
また、「中学生として、今やっておいたほうが良いことは？」
の質問には、「疑問を書き残すこと。『なぜ』と疑問を持つ人
ほど成長するからです」と回答しました。生徒さんたちが、
疑問を忘れず人に感謝し感謝される人になってくださるこ
とを期待しています。

操山中学校から生徒さん4名が職場体験に
副看護部長　森 真須美

「浪漫ティック奉還祭」に参加しました
医療福祉課　医療ソーシャルワーカー　奥 麻衣子

　7月27日（土）に奉還町商店街で行われた
「浪漫ティック奉還祭」に今年も参加し、なで
しこプラン（生活困窮者支援事業）の健康相
談を行いました。
　当日は梅雨明け直後の猛暑のなか、親子連
れや高齢者の方など大勢の方が来られまし
た。計138名が血管年齢測定、骨密度測定を
受けられ、平松外来センター病院長、戸上副
院長、池田健診センター長が結果報告と健康
指導を行いました。毎年楽しみにしてくださっ
ている方もおられ、皆さん真剣に話を聞かれて
いました。
　順番をお待ちいただいている間に外来セン
ター病院、健診センター、無料低額診療事業、
済生会フェアなどの案内を92名に配布し、広
報活動を行いました。「毎年楽しみにしている」

「いつもお世話になっています」など声をかけ

てくださる方もいらっしゃいました。
　地域の方に岡山県済生会の活動を知って
いただく機会にもなり、毎年待ってくださって
いる方もおられるので、今後も地域の方 と々の
つながりを大切にし、さまざまな活動に取り組
んでいきたいと思いました。
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